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南極「昭和基地」と広島高校生徒とのテレビ会議開催について

NEWS RELEASE

広島大学学長室広報グループ 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-6017 FAX：082-424-6040 

E-mail：koho＠office.hiroshima-u.ac.jp 

(※＠は半角に置き換え送信してください。)

　

平成１９年７月２４日

《南極「昭和基地」と広島高校生徒とのテレビ会議開催について》 

いま、南極・北極が熱い！ 

ことしは５０年に一度の地球診断「国際極年」

 

　広島大学大学院生物圏科学研究科の長沼毅准教授は、広島県立広島中・高等学

校（校長；番本正和）との連携のもと、ＳＰＰ講座型学習活動の一環として、南極「昭和

基地」と広島高校とをつなぎ、テレビ会議による特別講義を開催しますので、お知らせ

いたします。

  １　 趣　 旨

　今年１月２９日、南極の「昭和基地」が開所５０周年を迎えました。その５０周

年という記念すべき本年の３月から「国際極年」がスタートしています。 

　「国際極年」は、世界各国が一斉に南極・北極を調べる、５０年に一度の地球

生命科学の祭典です。その中核をなすのは、日本が主導している両極総合調

査「ＭＥＲＧＥ」（代表者；広島大学大学院生物圏科学研究科　准教授　長沼毅、

２５ヶ国）です。 

　その両極総合調査「ＭＥＲＧＥ」の代表者長沼毅が、今年が「国際極年」という

絶好の機会に、テレビ会議を通して、ふだんは触れる機会の少ない南極・北極

の環境・生体を高校生の皆さんに知ってもらい、そして、地球環境の現状の把

握と将来予測の重要性を理解させることにより、国際極年の終了後も継続して

南極・北極に関心を持つような人材育成に寄与することを目的として開催するも

のです。 

　なお、この特別講義は、独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）による「サイ

エンス・パートナーシップ・プロジェクト」（ＳＰＰ）講座型学習活動の一環として実

施されるものです。

  ２　 特別講義の概要

（１） 実施日時 

平成１９年８月３日（金）１４：００〜１７：３０

（２） 実施場所 

広島県立広島中・高等学校（〒739-2125　東広島市高屋町中島３１−７）

（３） 講　義　等　 １４：００〜１６：４０

 

挨　 拶 １４：００〜１４：２０ 

広島県立広島中・高等学校長　 番本正和 

広島大学　 理事・副学長　 　 上　 真一 

広島大学大学院生物圏科学研究科　 准教授　 長沼毅（実施主担当者）

  講　 義 １４：３０〜１６：４０

 
講　 師 国立極地研究所　 教授　 神田啓史 

広島大学大学院生物圏科学研究科　 准教授　 長沼毅

     

   

　国立極地研究所教授神田啓史が、南極・北極の特徴を概説し、その苛酷な

環境に生息する生物の特徴とそこに形成される生態系の特徴について、実体

験をもとに臨場感あふれる講義を行います。 

　パワーポイントやビデオなどの視覚的情報と現地で採集した実物の試料を合

わせて用いることで、ふだんは接することのない南極・北極を身近に感じてもら

います。 

【講義１】　 １４：３０〜１５：２５ 

　　　　南極・北極の環境の概説、南極昭和基地とのテレビ会議 

【講義２】　 １５：３５〜１６：４０ 

　　　　南極・北極で採集した試料をもとに、環境・生態・進化等の説明 

【ディスカッション】　 １６：５０〜１７：２０ 

　　　　講義等への質疑応答。調査レポート作成に向けたまとめ。アンケート回

答。
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３　 資料展示 

　　　　国立極地研究所から搬送されたパネル・試料等の展示

 

【お問い合わせ先】 

広島大学大学院生物圏科学研究科准教授　長沼　毅（たけし） 

携帯　０９０−１１８７−４５８７ 

E-mail：takn＠hiroshima-u.ac.jp 

(※＠は半角に置き換え送信してください。) 

〒７３９−８５２８　広島県　東広島市　鏡山　１−４−４ 

TEL　０８２−４２４−７９８６ 

FAX　０８２−４２４−７９１６ 

http://home.hiroshima-u.ac.jp/hubol/members/naganuma.html

参考資料

１ 「サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト」（ＳＰＰ） 

http://spp.jst.go.jp/summary/lecture.html 

 

　「サイエンス・パートナーシップ・プロジェクト」（ＳＰＰ）は、文部科学省の「次代を担う

人材への理数教育の拡充」施策の一環として、学校と大学・科学館等の連携により、

児童生徒の科学技術、理科・数学（算数）に関する興味・関心と知的探究心等を育成

することを目的とする事業です。 

　平成１４年度から文部科学省で実施してきた「サイエンス・パートナーシップ・プログ

ラム事業」の調査研究の成果を踏まえ、平成１８年度より、独立行政法人科学技術振

興機構（ＪＳＴ）において実施しています。

２ 独立行政法人　科学技術振興機構（ＪＳＴ）　http://www.jst.go.jp/gaiyou.html

 

　ＪＳＴは、科学技術基本計画の中核的実施機関として、我が国のイノベーションの創

出の源泉となる「知の創造」から「研究成果の社会・国民への還元」までを、総合的に

推進します。それとともに、その基盤となる「科学技術情報の提供」、「科学技術に関

する理解増進活動」などを推し進めています。
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